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事務事業評価 令和元年度実績あ

No.

 

 ( H17 ～ R2 )

 

 

令和元年度 令和 2 年度

31,603 42,763

31,603 －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 130 130 130 目標値 260 260 250

 ( H24 ～ R2 ) 実績値 143 136 － 実績値 255 255 －

 [延べ：人] 達成率 110.0% 104.6% － [回] 達成率 98.1% 98.1% －

 目標値 243 243

実績値 232 －

[日] 達成率 95.5% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 36 36

12,838 21,685 実績値 36 －

12,838 － [件] 達成率 100.0% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 1 1 目標値 20 20 20

 ( H30 ～ R2 ) 実績値 1 － 実績値 20 26 －

 [箇所] 達成率 100.0% － [組] 達成率 100.0% 130.0% －

 目標値 114 114 114

実績値 107 137 －

[組] 達成率 93.9% 120.2% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 150 150 150

12,705 12,877 実績値 194 68 －

12,006 － [人] 達成率 129.3% 45.3% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 30 30 30 目標値 94.3 94.3 94.3

 ( H23 ～ ) 実績値 21 41 － 実績値 93.0 85.7 －

 [件] 達成率 70.0% 136.7% － [％] 達成率 98.6% 90.9% －

 目標値 36 32 28

実績値 32 28 －

[件] 達成率 88.9% 87.5% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

16,970 18,097 実績値

15,979 － 達成率

予算 30,960

決算 30,960

こども・家庭支援課

　育児不安の解消と児童虐待の未然防止を図る
ため、こども・女性相談支援センターに、子育
てに関するあらゆる相談を24時間365日受け付け
る「子育て電話相談センター（いつでも子育て
ほっとライン）」を設置する。

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額

1

いつでも児童相談体制整備事業

平成 30年度

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

2

児童虐待防止対策事業

平成 30年度

①出産前後の妊婦（特定妊婦
　等）に体する支援　 4,833

②児童家庭支援センターへの
　指導委託　　　　　 3,816

③児童相談所への非常勤弁護
　士の配備拡充　　　 3,756

④関係機関（警察・学校）研
　修の開催　　　　　　 304

指導委託件数

予算 17,347

決算 17,297

研修参加人数 市町村要対協実務者
会議開催回数こども・家庭支援課

　児童虐待防止の徹底を図るため、関係機関と
の連携を強化するとともに、弁護士の活用によ
り児童相談所の法的対応力等を強化する。

児童相談所への非常勤弁護
士の勤務日数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　児童相談の一義的な窓口である市町村の相談対応能力が強化されるとともに、
要保護児童の早期発見や適切な保護が図られた。
  今後も引き続き市町村や関係機関との連携を強化し、県をあげて虐待対応に的
確に取り組む。区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

3

里親リクルート対策事業

平成 30年度

①ファミリーホーム設置促進
　事業（R1～）
　　　　　　　　　　 6,113
②里親リクルート事業（里親
　リクルート活動員の配置）
　　　　　　　　　　 2,588
③里親リクルート事業（里親
　制度の普及啓発活動）
　　　　　  　　　　 1,349 里親中央フォーラム参加者

数予算 4,041

決算 3,851

ファミリーホーム整備補助
件数

里親新規申請数

こども・家庭支援課

　社会的養護が必要な児童を、家庭的な環境の
下で育成できる里親委託等を推進するため、里
親リクルート活動員による新規登録者の確保や
制度の普及・啓発等を行う。また、家庭養護推
進のためファミリーホーム開設支援を行う。

里親リクルート活動員の訪
問回数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　里親中央フォーラム、里親口コミ座談会の開催により、里親制度の普及・啓発
が図られ、新規登録申請を確保することができた。
　ファミリーホーム整備補助金を交付することにより、ファミリーホームを新設
できた。
　さらなる里親等委託率の向上には、引き続き里親の確保が必要なため、里親中
央フォーラムや口コミ座談会の開催等により里親制度の普及啓発に努める。

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

4

児童養護施設退所者等支援強化事業

平成 30年度

①社会的養護自立支援事業
　　　　　　　　　　14,488
②自立支援貸付事業
　　　　　　　　　　 2,482

予算 87,231

決算 86,140

継続支援計画作成件数 児童養護施設退所者が１
年後も自立している割合

こども・家庭支援課

　児童養護施設退所者等の支援を図るため、
「児童アフターケアセンターおおいた」による
自立・就労に向けた継続的サポートを行うとと
もに、進学や資格取得に伴う貸付を実施する。

自立支援資金貸付件数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　児童養護施設との連携や退所者相談支援、自立支援貸付事業を行った結果、退
所者の自立の継続につながった。
　児童養護施設等退所者の自立継続には、生活支援や就労支援等多岐にわたる支
援が必要なため、引き続き、他機関との連携強化、アウトリーチや同行支援によ
る支援強化に努める。

区分

Ｂ

Ａ

Ｂ

主 な 事 業 内 容 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

①いつでも子育てほっとラインの運営 　24時間365日フリーダイヤルで相談を受ける体制を整備することにより、身近に
相談相手がいない保護者の育児不安の早期解消に効果があった。
　今後も引き続き県民に対して、「いつでも子育てほっとライン」の周知を図
り、育児不安の解消と虐待の未然防止に向けて取り組む。
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